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Abstract

pointedoutthatthepaper･airdielectrics,Whichhavebeenused

insulati｡n Of multi･COnductor telephone cables,are fragi1e me-

easily absorb water and vapor･In recent years,POlyethylene

appliedinthe丘eldofelectricwiresand cables,because ofits

exce11entelectricalandphysicalproperties:However,thedielectricconstantof

thismaterialislargerthanthatofpaper-airdielectrics･Therefore,theattenu-

ationofpolyethyleneinsulatedcablesbecomeslargerincomparisonwiththatof

thepaper-airinsulatedcableshavingthesamedimension･

Thecellularpolyethylene,Which contains very smallindependent bubbles,

has｡｡m｡into thelimelightasanewinsulatingmaterialfortelephonecables,

whereintheabovementioneddi伍cultiesassociated with the solid polyethylene

areovercome.Thecharacteristicsofthece11ularpolyethyleneandthetelephone

cableinsulated with this materialcan besummarized as follows:

(1)Thedielectric constantofthecellularpolyethylenepresentlyemployed

is ab｡utl.5～1.6,Whichis slightly smaller than that of the paper-air

dielectrics･ThereforF･by utilizing this new material,the size of the

cablecanbemadesmallerincomparisonwiththatofaconventionalcable

having the same characteristics･

(2)Thismaterialisresistant towater and vapor and wi11notabsorbit･

Ther占fore,thecellularpolyethyleneinsulated cable can maintain service

evenin case water enters the cable sheath.

(3)Thisvaporandwater-prOOfpropertyalsomakeitpossibletousepoly-

vinylchloride sheathsin the place oflead sheaths which have been

indispensabletothepaper-airinsulatedcable･

(4)Sincethedielectriclossangleissmall,theattenuationofthis cablein

thehighfrequency range canbemade sma11,

(5)Thecross-talkcharacteristicisexce11ent,When compared with that of

the paper-airinsulated cable･

The_neWdielectricmaterialgivesfullplaytoits specialcharacteristicsin

its application on theO･9mmX54palrCellularpolyethyleneinsulatedtollcable

andthel.3mmx14paircellularpolyethyleneinsulated
duplex type which are

beingmaderecentlyby Hitachi,Ltd･

〔Ⅰ〕緒 盲■

一般に電線ケーブル頸の絶縁材料の特性には,導体へ

の被覆が容易なこと,被覆後の~･明哲性が十分なことが必

****** 日立製作所日立電線工場

要であるが,特に通信ケーブルにおいては各回綿の静電

容量を滅小させるため,材質の誘電率の小さなことが望

まれる｡これらの要 に対し,古くから紙は最も適:ナ1な

材料とされ,さらに実効誘電率を低下させるために既に

多くの空隙を設けて心練に巻き付ける左法は,通信ケ←
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ブルの標準的な絶縁方法として広く採用されて克た｡し

かし,この方式は機械的に脆弱で回線相互の静電および

電磁結合を招きやすいほか,僅かな吸湿でも鋭敏こ持性

の低~Fを見せ,さらに浸水一班故に対しては全く鮒別箔で

一挙に通.括不能に陥るなごの欠点が指摘されてきた｡呆
近広く普及してきたポリエチレンは,

L
l
■
=乱の記上 お

て紙に転べてはるかにすぐれているほか,絶縁耐力は高

く,誘電体損失も著るしく僅少で,通信ケーブル用絶緑

材料としてもきわめて満足なものであるが,従 乙′′71名仔ウヒの紙空

気絶緑層に較べて誘電率がやや高く,同一寸法の紙絶縁

ケーブルに較べて減衰が人きいのが欠.点であり,さらに

価格も高価となるので,特殊な場合を除き未だ広範囲に

普及するにはいたっていない｡ポリエチレンのコルデル

およびテープを用いて実効誘電率を低~卜させる絶縁方式

も試みられているが,製造上および工事上になお解決す

べき問題があり,未だに大きな進展を見せていない｡

最近海外ではポリエチレンに適当な発泡剤を混入して.

心緒上に押出し,その中に無数の小さな独立気泡を作る

方法が行われている(1)｡この方法ではポリエチレンの特

性をはなはだしく損うことなくその実効誘電率を低下さ

せることができるので通信ケーブル用絶縁材料としてほ

きわめて好適なものである｡この技術は本邦にも輸人さ

れ,将 って広く採用されようとする傾向にあ

るが,誘電体損失の僅少なことならびに漏請持性のすぐ

れている点は超多重用搬送ケーブルとしてもきわめて有

望であり,ドイツで芙剛ヒされているスチロフレックス

絶縁および発泡スチレン絶縁ケーブルと柑ならんで斯界

の注目を集めている｡

1~l立 作所において /､やはも こからこの点に着目し,試

作研究を続けてきたが,こゝに発泡ポリエチレン絶線の

技術的諸問題ならびに試作した発泡ポリエチレン絶縁の

0-9mmx54対および1.3mmx14対メッセンジャー

ワイヤ付封言ケーブルに関して若‥干の記述を試み紹介し

たいと思う｡

〔ⅠⅠ〕発泡剤によるポリエチレンの発泡

多孔性物質は通常スボンヂと呼ばれているが,気泡の

構造から連続気泡聖上独立気泡型の二つに分けられ,後

者のものが電気絶縁材料として適する｡この型のものは

箇々の気泡が全く独立しているので吸湿,吸水がきわめ

て少なく,物理的こもすぐれた性有巨をもっている｡多孔

性物質の製法は基材料であるゴムまたは合成樹月旨の作質

とその要求する発泡体の性質とによって色々の方法が採

用されるが,独立気泡のものをうるには主上して発泡剤

:二よるん法が適当である｡

ポリエチレン∴二村して使蛸する発泡剤としては,これ
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を乱入分散させるP･-ル練の温度では分解せず150-

200CCの範囲の押出温度で分解が一時に完全におこるよ

うなものが望ましい｡このような発泡剤を用いると均一

な独立気泡をえやすい｡分解発生するガスは気泡膜から

の透過拡散の少ない,しかも電気的に無害である窒素が

最もよく,また発泡剤の分解残件がなるべく少く,それ

がポリエチレンの特性を低下させるものであってはなら

ない｡

このような条件を満す発泡剤が近年著るしく発達して

種々のものが発表されている(2)｡一例を挙げるとpp′-

OXi-bis(BenzoIsulfonylhydrazide)や44′biphenyl

disulphonylazideがある｡ポリエチレンに発泡剤を分

散させることは比較的容易で,付こ液状虻リイソプチレ

ンなどとペ←スト状にあらかじめ練り合わせておいて加

えると,きわめて微細に分散される｡現在は発泡剤入の

ポリエチレンコンパウンドも二,三市販されており,そ

のおもなものを挙げるとBakelite杜 DGEB34660,

Du'Pont社7ラソンPE1541,ICI祉7'ルカセン900/

65/2,900/66/2および900/67/2などがある｡

〔ⅠⅠⅠ〕発泡ポリエチレンの押出

ヲ己泡ポリエチレンの押出被覆法はHiggins氏(3)その

他によって紹介されているが,ポリエチレンの分子量,

発泡剤の種類などによって若干変ってくるので画一的な

ことはいえない｡しかし,いずれの場合でも微細な球状

に近い気泡を均一に発生させる条件を選ぶことに変りは

ない｡

押出上の基本的な要件は,発泡剤が完全に分解するの

に卜分な温度をあたえることと,ダイから材料が押出さ

れるまでの問に膨弓長してしまわないように押出機内の圧

力を高く保つことであって,押出機各部の温度,スクリ

ューの大きさ,スクリューの速度,ダイの形状,引取速

度,昔却条件克美の管矧二は細心の注意が必要である｡

写さ泡ポリエチレンはダイを出る土直ちに希望の発泡度

をもつように膨脹するのであるから,ダイ径は仕上外径

より小さくしなければならない｡

いまダイLl径をβ1,仕上外径をβ2,心綿径をdとす

ると希望する発泡庭で体積が兜倍に膨:れるものとすれ

ば,必要なダイ∩径は次式で与えられる｡

ハ･ヽ
乃β12-(乃-1)d2

つぎに子正要なこ土は,ダイのランドの長さで,圧力

(Back Pressure)を十分に働かせるため通常よりこの

長さを人きく枇らなければならない｡

ランドの長さ土クロスヘッドの圧力の関係の例を第l

図にホす｡国中のパラメータⅣほスクリュー速度(rpm)

である｡.心金の構造は原理的にいえば溶融発泡ポリエチ
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レンがスムースに流れるように設計しなければならな

い｡

押出温度は高過ぎても低過ぎても満足な発泡状態のも

のができない∴第2図Dは過度に高い付出温度の場合の

〃

〃

(～年忘)

〔
出
ヒ
｢
=
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示

ランド長さ 佃β)

第1図 ランド長さ と圧力との関係

Fig.1.Relation between Pressure and

LandLength

A.¥芭 1包 不 足

B.冷 導 体 被 覆

発泡状態の1例であって,発泡度は高いが気泡が粗大で

あり,破れを生じで∨､る部分も見える｡第2図Aは温度

が低過ぎた場合で発泡は不完全である｡押出圧力は一連

の作 rllにおいて変化するとヲ巨泡度および外観に変化を

来し,圧力が低過ぎると押出機内で膨脹を始めるために

平滑な 面をうるこ上ができない｡したがってスクリュ

←圧新址ヒの高い押出機が望ましく,またスクリ←シ･パ

ックの影響も見逃せない｡さらにクロスヘッド,シリン

ダ←接合面,オーバーフロウコックより材料の漏れは完

全に防止する必要がある｡

C.適 度

D.発 i包 過 度

E.予 熱 過 度 導 体 被 覆

第2図 発泡 ポ,エチ レ ン 絶縁層の発泡状態

Fig,2.Pore Structure of Cellular Polyethylene



1666 昭和30年12月 日 立 評 第37巻 第12号

押出時の導体温度も発泡状態に敏感に影響し,冷導体

に被覆した場合は導体に接する面が気泡を発生する前に

急冷されるため,弟2国Bで見られるように内側に殆三

発泡のない層ができてしまう｡このような被覆層にやや

粗大な気泡を含むときは著るしく伸びの低いものとな

る｡またこれと反対に導体を加熱し過ぎた場合には,導

イ本に接した両の附近に気泡が粗大になり,また気泡膜の

破れを生ずることが多い｡第2図Eにその例を示す｡こ

のような場合は被覆が導体に密着していることがあるが

はなはだしい実害はない｡

なお,発泡ポリエチレンは普通(充実)ポリエチレンの

ときと同様な〟法で着色することができるが,気泡のた

め淡色になりやすい｡また,使用した発泡剤,酸化防止

剤などによってやや色の汚染することがあるので,かな

り限定された着色しかできない｡

〔ⅠⅤ〕発泡ポリエチレンの性質

発泡ポリエチレンの性質は発泡状態すなわち気孔率

(発泡度),気孔の大きさ,気孔の分布,その他によって

著るしく異なる｡なお,これより用語として｢発泡度｣

を避け｢気孔率_｣を用いることとするが,これは前者は

`｢膨脹率｣の意味に取られやすいので,これによる混乱を

防ぐためである｡

(り
一般的性賀

見掛密度は極端に発泡させると0.02g/cc程度のもの

を作ることも左程困難ではないが,電線被覆用には機械

強度などとの関係で約0.3～0.7g/CCの範囲のものが利

用される｡気孔率Pは

た(1一発泡雲ご三三ニ:書芸笠準)×100
=100-108×発泡ポリエチレンの密度(%)

として示されるから,これら見掛密度は気孔率で約25

-65%の範囲のものである｡

発泡ポリエチレンの被覆層はできるだけ独立気泡型の

発泡体にするように作られているので,吸水,吸湿がき

わめて少なく,すぐれた耐水性を持っている｡しかし,

押出条件が適当でなく,著しく気泡の破れを生じたよう

な場合には吸水量が増大する傾向が認められる｡

機械強度は当然ながら見掛密度の低いほど減少する

が,均一な微細独立気泡の場合はその低下は少ない｡気

泡が一様に分布しているような場合は少々粗大な気泡を

含んでいても150～300%の伸びを示す｡しかし,発泡

が不均一な場合,伸びは著るしく少ない｡

発泡ポリエチレンの耐煩性は基材料が可燃性であるた

め乏しいが,特に必要な場合は若干誘電特性を犠牲にし

て,塩化パラフィン一三酸化アンチモンを含む耐焔性ポ

リエチレンなどを基材にすれば可なりの効果がある｡

防かび性ほ普通(充実)ポリエチレンと大差なく優秀

である｡また,虫害に対する抵抗性は基材料と類似であ

る(4)｡

(2)気孔率と誘電率および確壊強度

気孔率と実効誘電率および破壊強度の関係はそれぞれ

第3国旗よび第4図に示される通りである｡なお,誘電

率は水中浸漬虜楼(11～14DC)5本の平均値,また破壊

強度測定は水中浸漬直後500V/secの割合で昇圧して行

った｡このとき破壊は電界の最も高い心線表面より開始

するものと考え,破壊強度は次式より算出した｡

Gmα霊=
d

宮

破壊強

γ

log嘉
b(Ⅴ/mm)

導体径(mm)

絶縁体外径(mm)

ヽ､

第3図

Fig.3.
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第4図

Fig.4.

気孔率と破壊強度と の関係

Relation between Porosityand

Dielectric Strength
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上述の測定と相似の条件で測った紙空気絶縁層の実効

誘電率は1.7ぐらいであるから,発泡ポリエチレンは約

50%の気孔率で従 の紙空気絶縁層よりやや低目の実効

誘電率を実現することができ,この新らしい絶縁方式に

よって同→性能のケーブル寸法を従来の紙絶縁方式によ

るよりも約5～10%縮小することができる｡

また弟4図に示されるとおり気孔率の増加に伴う破壊

強度の低下は著るしく,50%前後の発泡では充実ポリエ

チレンのそれに比較して非常に低いが,しかしこれと相

似の条件で測定した紙空気絶縁屑の破壊強度を50～70

% 上廻っている｡

(3)長時間浸水試験

発泡ポリエチレンは内部の気泡が独立している眠りこ

れを水中に浸漬しても特性の劣化はきわめて少ない｡た

とえば弟5図は発泡ポリエチレンを30日水中(11～14CC)

に浸漬した場合の誘電率の変化を示したものである｡

No.3および4はその典型的な例で誘電率の変化ほほと

んどなく,また同時に測定した絶縁紙抗の変化もきわめ

て僅かである｡しかし,気泡が内周駆勺に連らなっている

ものはNo.1および2に示す通り,誘電率の増加があ

きらかに認められ,絶縁抵抗も著しく低下している｡.

(4)加熱老化試験

発泡ポリエチレン絶縁層の機械的特性の熱劣化を見る

ため,気孔率約50%の試料(

てつぎの実験を行った｡

a)引張り試験

体径0.9mm)につい

まず試料5本を取り,引弓点り試験を行った平均伯はつ

ぎの通りである｡

引張り強
(kg/mm2)

伸 び
(%)

b)前項と同様に試料5本を取り,90±2eCに連続

120時間加熱し,48時間放置した後の引張り強さおよび

伸びの平均値はつぎの通りである｡

C)a項と同一試料3本を取り,90±20Cで1時間加

熱試験後,自己径に5回巻きつけても絶縁ノ酢二亀裂を生

じなかった｡

(5) ピンホール試験

前試験と同一試料(1m)を5木坂り,水中にて500V

の交流を印加してピこ/オールの有無を試験したが,ピン

ホールの存在ほ認められなかった｡

1667

､1

刀て日 数 (日)

第5園 長時間浸水試験における誘電率の変化

Fig.5.Variation of Dielectric Constant

duringImmersion Test

戊7

第6図 0.9mmx54対発泡ポリエチレン絶縁

鉛被市外ケーブル

Fig.6.0.9mmx54pairs Cellular Poly-

ethyleneInsulatedLeadCovered

TollCable

/讐､-禁.,空で仰細齢宋､(育.◆ヱノー=卜1/7

/牒謂削工ルン離京イ榊｢眈厚〉

_絶縁紙テーーつ●槻拳

〆寺尾化成賦
雄一写

二､~､-コルデル紙篇÷召
､~＼--＼把離Rテー11服萎

＼､昔呂 折 り言草厚′･′伽再

＼＼一足聖∩･･ノト

＼､･＼､~､､-､隻合r†左

＼､智幸屈E=･芹

第7図 0.9mmx54対発泡ポリエチレン絶縁鉛被

市外ケーブルの断面図

Fig.7 Cross･SectionalView of O.9mmx54

pairs Cellular PolyethleneInsulated

Lead Covered TollCable

〔Ⅴ〕発泡ポリエチレン絶縁市外ケーブル

日立製作所において試作された0.9mmx54対発泡ポ

リエチレン絶縁市外ケーブルの外観,構造および電気的

特性はそれぞれ第d図,第7図悔よび貰8図(次貢参照)
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第l衰に示す通りである｡このケーブルの屋型カッドの

中心介在は省き,外側は紙テープで粗巻されている.｡ポ

リエチレンまたは発泡ポリエチレンのように誘電体損失

の微小な物 を,紙のように比較的損失の大きな物質と

併用することは,漏洩コンダクタンスの点から-ノ､つて好

ましい方法ではない｡すなわちカッドの外側に巻かれた

紙の損失が線路のコンダクタンスを相当に増大させるの

であって,ポリエチレンテ←プを用いて粗巻するのが理

想的であるが,価格の点から制約を受ける｡しかし,こ

のケーブルについて測定しキ誘電体力率は120kcあた

りまで10~3前後の値を保っており,絶緑紙ケーブルの

それ(120kcで15～20×10~3)に較べれば著るしく低

い値である｡これは漏洩減衰が問題となる高周波領域で

は,発泡ポリエチレン絶縁方式の方が有利なことを物語

っているが,しかし音声周波数帯のみを問題にする眠り

上述の点は大した問題ではなく,むしろ吸湿耐水などの

実用上の特性から紙絶縁方式との得失を考えるべきであ

ろう｡

発泡ポリエチレン絶縁紙心は機械的にも安定であるた

め,ケーブル製造中に不規則な崩れや変形などを受ける

機会が少なく,紙絶縁ケーブルに較べて静電的および電

磁的結合は一般に僅少で,長さ方向に対する結合分布状

態も非常に規則的である｡すなわち,この新らしい絶縁

方式では高性能の搬送ケーブルを

容易で,将

遺することも比較的

超多重用搬送ケーブルとしてもきわめて有

望祝されている｡

発泡ポリエチレンは紙に較べて吸湿耐水なごの相性は

はるかにすぐれて1､るので,かならずしも外被に鉛被を

用いる必要ほなく,ビニル被覆で充分にそのF=一打を達す

ることができ,これによって価格苺量なごをさらに低減

へL

聖

成

聖

望

へき｡㍉

第37巻 第12号

することが可能である｡本試作品では 々公社規格に準

拠して鉛被を使用しているが,第7図に示されるとおり

鉛被の内側に空気断熱屑が設けられている｡すなわちケ

算1表 0.9mmx54対発泡ポリエチレン絶縁

市外ケーブルの特性

Tablel.Characteristics ofO.9mmx54pairs

Cellular Polyethylene Insulated

TollCable

静 電 結 合(〃〟F/250m)

Q 内

Q 内

Q 内

Q 内

隣接Q間

隣接Q間

S-S平均値

S-S最大値

P-S平均値

P-S最大値

S-S平均値

S-S最大値

電 磁 結 合

(m/上H/250m,30kc)

Q 内

Q 内

Q 間

Q 聞

S-S平均値

S-S最大値

S-S平均値

S-S最大値

遠薦漏話減衰量
(db/250m,100kc)

Q 内

Q 内

Q 内

Q 間

Q 間

Q 間

S【S最大値

S-S最小値

S-S平均値

S-S最大値

S-S最′ト値

S-S平均値

近端漏話減衰量
(db/250Tn,100kc)

Q 内 S-S最大値

Q 内 S-S最′ト値

Q 内 S-S平均値

35以下

200以下

110以下

600以下

10以下

55以下

100以~下

800以下

20以下

400以下

兼
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275.0

12.6
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第8図

0.9mmx54対発泡ポリエ

チレン絶縁市外ケーブルの
伝送定数

Fig.8.

Transmission Constants

Of O.9mmx54pairsCel-

1ularPolyethyleneInsu-

1ated TollCable



発 泡 リ エ チ レ ン

第9図 鉛工時に お け る 温度上昇

Fig.9.Temperature Rise at the Time

Of Wipping

A:上巻紙1枚下の温度

B:金属化成紙下(ケープ几心屋外側)の渦厚

ープル;･よ州別よりケーブル心,_金属化成紙 コルデル紐

(ゆるやかなピッチで螺旋状に巻き/~)けられている),｣二

巻紙,鉛被の順で偶成せられてぉり,金巨引ヒ成紙,上告･

紙閃の空隙が空気断熱層を形成しているLlポリエチレン

の軟化温度は1050Cとされており,接続_1H情二おける

鉛工作~業の際接続蘭.所近辺の発 ポリエチレン憎が加l燕

軟化されるおそれがあるが,本考案ほこの不意堤根絶し

ようとするもので,鉛被側から?巨気断掛曽を えて来た

熟も金属化成紙を通って左右に分闇誉れ,内部に伝達さ

れる･･摘引射土さらに減少する｡第9図己･有鉛工作業時にお

ける上巻研一枚下の温 (A)および鼠同化成祇の下(最

外層索繰上の接触部)の温度(B)の将帥勺変化を示して

いるが,B部分J)温度は最沃80〔JCを越えるこ._ヒ亡tなく,

この考案の口約こ･tl岩全に通せ〔Jれ7ここ上をホしているしJ

〔ⅤⅠ〕発泡ポリエチレン絶縁ヒョウタン型

重信ケーブル

の■架空通信ケーブルて∵た,メッセンジャーワイヤ

∴等間隔こ術計)付けられたハンガーをJl~Jいてケト∵ブルを

吊り下げる1法が採川さか∴･ニー来た.⊃二の方法㍑1却の費

用がかさむばかりでなく,ケ←∵ブ′レセハンガーの相互移

動によって唐紙がワ▼めr)かる｢モか,隙斜地∴おけるケー

ブルヒりの煩淋巨吉川,▲宝たケーブルがハンガーより外

れたりLて†某寸費のかさむ欠ノ∴けこふ/_〕た｡薫と近,メッセ

ンジャーワイヤンk送系を一†宥二したケーブルが他川さ

れろ上Lう∴なってかご-J,卜i三己〃)失l備=~杵～:-しく中紺成さか

て)にLlに:･㌔/~~イニが,Lかし,二か_∴こ1ニメッセンジャーワ

イヤ'ニケープル±をバ･仁/ダーテープを川いて紺り付け

る~方法であって,工事上の取扱い∴不佃が_多▲く,保守⊥二

絶 縁 適 信 ケ ー ブ ル 1669

第10図

Fig.10.

1･3mmx14対発泡ポクエチレン絶縁

ヒョウタン型重信ケ←プ/レ

1･3mmx14pairs Self-Supporting

Duplex Type Cable,Insulated

With Cellular Polyethylene

第11図

Fig.11.

1･3mInX14対発泡ポリエチレン絶縁

ヒョウタン型重信ケーブルの断面図

CrossSectionalViewofl.3mmx

14 pairs Cellular Polyethylene

InsulatedSelf-SupportingDuplex

Type Cable

♂〕軌1f､も残さ戎~L｣~こいたっ最近,｣~~】立雪空作所で亡･L王ヒョウタ

ン型に川Jlされたどニルによってメッセンジャーワイヤ

1｣云送系上をl古はするリノ法を考案L,この方式はすでに

小対ケーブルに応用されて各1而に普及L･つつある｡こ

の方式は従来のバインダーテープ方式のものに較べて工

井上外販扱いほはるかに簡便で,さらにどこル被覆によ

ってメッセンジャトワイヤの腐蝕が防止されるなどの利

点が挙げられ,各芳値はり好評を頂いている.1

日立製作所で試作された1.3mmx14対ヲ巨泡ポリエチ

レン絶緑重信ケーブルの外観および構造は貰10図および

第11図に示されるとおりで金伝引ヒ成紙遽頑ならびにビニ

ル被揚･とン･1二/)ていろほか,メッセンジャーワイヤ自蔵の

肺造上′･干■こ/~~)で一､ろ∴モ7二二のケーブルのシースIノ､】径シ.t

18･5mmで･_『)ゾ/~)て,トト性能〃~)祇絶縁ケーブルの鈴被内

径に較べて約5%紬吊､されている｡
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電気的特性は第12囲および第2表に示すとおりで十分

の裕度をもって同鉄規格に合格しているが,柑二静電お

よび電磁結合は従来の紙絶縁ケーブルに比較して相当に

少なく漏請特性も優秀である｡

〔ⅤⅠⅠ〕結 言

以上,発泡ポリエチレン絶縁通信ケーブルについて筆

者らの行って来た試作研究の成果について総括的な記述

を行って たが,これらを要約するとつぎのとおりであ

る｡

(1) ポリエチレンミ･よ適宜に発泡させることによって

の紙空気絶縁層と同 度またはそれ以下の尖

効誘電率を実現することができる｡

(2)均一な独立気泡を得るた鋸こは,発泡剤の選択,

押出作業における温度および圧力の管理,心金の
こニrL

豆又

つ

計,冷却の方法などにわたって細心の注意を払

ことが必要である｡

(3)発泡ポリエチレン絶縁ケーブルの減衰は同一寸

法のポリエチレン絶縁ケーブルに比較してほるか

に少ない｡

(4) 内部気泡が独立しているため,水中に浸漬して

も内部に 透することがない｡すなわち発泡ポリ

エチレン絶緑ケーブルでは,浸水二甘放時でも通話

を確保することができる｡

(5)誘電体損失が少なく,高周波韻J或の減衰は紙絶

縁ケーブルよりも愕少であるっ

(6)麟軌甘二も安にして1､ろため,製造工錯申にイ

規則な崩れ変形なごを受ける機会が少な∴,㍍成

品の符合おょび湖請持牲J優秀である｡

那37巻
=ウ
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第12図

1.3mmx14 対発泡ポリエ

チレン絶縁重信ケーブルの

伝送定数

Z Fig.12.

Transmission Constants

Ofl.3mmx14pairs Cel-

1ular PolyethyleneInsu-

1atedDuplexTypeCable

第 2 表1.3mmx14対発泡ポ,エチレン絶縁

重信ケーブ/レ紆特性

Table2.Characteristics ofl.3mmx14pairs

Cellular Polyethy]ene Insulated

Duplex Type Cable

試 験 項 目

静 電 結 合(〃〃F/250m)

Q 内

Q 内

Q 内

Q 内

隣接Q閤

隣接Q圃

S-S平土∋値

S-S最大碍

P-S平た7髄

P-S最大値

P-P平二均伯

P-P最大値

電 磁 符 合

(m/1H/250m,30kc)

Q 内

Q 内

Q 間

Q 閤

S-S平均値

S-S最大値

S-S平均値

S-S最大値

遠端漏;講減衰量
(db/250m,100kc)

Q 内

Q 内

Q 内

Q 間

Q 間

Q 間

S-S最_大悟

S-S最′ト値

S-S平均値

S-S最大値

S-S最小値

S-S平均値

近棉漏話減衰量
(db/′250m,100二kc)

S-S最大値

S-S最′ト解

S-S平均値

吠

国親任様 電13303-B

規 格基 巳 作 台琶

32.3以一下

129.2以下

51.7以下

258.5以下

51.7以下

258.5以下

11.7

29

16.7

41

17.2

38

46.7

90

51.5

306

86.8

71.4

79.7

91.0

69.8

79.0

(7)而ナ電圧:印一卜一寸沃の緋悸気組緑層のそれを約70

%近く上廻っている｡



発 泡 ポリ エ チ レ ン 絶 縁 過 信 ケ ー ブ ル

(8)失効誘電率が僅少であるので,伺一性能のケー

ブルを紙絶凝沃■式によるよりも小型に作るこ.とが

できる｡

(9)耐水,耐湿なごの持怖がすぐれているた軋外

被としてビニル被攫を便川するこ上ができ,享江量

価格などをいつそう低減するこ±ができる｡

終りこ臨う,木研究に対し終始釦芹澤錐≡順路掛､たl_【

立製作仰:1立電線工場内耐友恥部長,大fll,眉冊,水_l二,

実用新案 第412530号

1671

武地久本各課ぷ･杉山,屋両上任,多大の御援助を頂

いた技備諜庄司代,試イ今儲川和｢l｣,㍊上両氏に対し深甚

キーキ山謝な

(1)

(2)

(3)

(4)

る
ー
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新案の紹介震鮒
菊地弥-=邦･三軒｣1三二三･

カ プ ラ ン 水 車 直 結 発 電 機

カプラン水車直結発電機ニムいて,ランナブレード角

度調節用サーボモータを発･宣機回転子J)上部に設けるこ

上は,実用新案第349200号の考案に.上りすでに開ホさ

尋tたところである｡本 はこの実用新案第349200号レ~)

構造を利用Lて,図間に示す美う∴サーボモータシリン

ダ4を発1一封酎動転丁2の上部に設け,そJ)外部に上方上

り励磁機電機子5け)スノ､†グ'ボス6を横合L,キー10に

より解合して′なるもので(ぁる｡この構造に上れほ励磁機

ノー)坂付をきわめて簡単に行うこ上ができる〔.壬/二..励磁機

′･定磯子1ハイダ6J~)全重量も,これをロヨニ接に主軸に厳H･

けた場合に比L,著Lく軽量土するこ上ができる｡なお

発電機の所要高さ`も縮少しえて鞄一一に所 屋の天井を低く

し,その建設費を節減しうるなどの効果をも伴うもので

ある｡ (滑川)



日 立製作所社員社外講演一覧(昭和30年9月受付分)

講演月日

10/22

10/1

10/3

10/15

10/19

10/16

9/12～13

9/23

10/30

10/1

主 催

福島県線技師会

照 明 学 会

電子顕微韓学会

照 明 苧,会

火力発電技術協会

日 本機械学会

日 本機械学会

東京都立工 奨励館

日 本機械学

日 本能率協

精密 造研究

日本機械字

全

会

会
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`.宣子顕微鏡学会

日栄鋼材株式会社

外 崎 鋼 鉄 店

応用 物理学会
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原子平和利用調査会

∃原言語諾雷雲会､

第17巷 立
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の か け 方

な い 年 の

剤

ヨジ､ビレテ◎

ポ立日

◎ 日 立 マ イ

◎ 人 口 と エ

◎ シ ョ
ー ル

演 題

断層撮影Ⅹ緑装置とその尖鋭度について

螢 光 二放 電 管 の 点 灯 頻 度 と 寿 命

フィラメソト交流加熱に基く電仕変動について

20W 螢 光 灯 の100V 直 流 点 灯

火力発`壱磯城の製造工程における非破底検奄

交 流 電 気動 力車 の 設計上の諸問題

イン′ターナルエキスパンショ ソノヾソドクラ ッチ

の伝達トルクについて

二三の 工具材料の新銅棒について

キャビテーション/エロ←ジ ョ ン とその対

工作樺械の設備保全定期修理複元計画機械の更
新精度碓持

シェルモールド法による大型鋳物につし′､て

乍よ
に

削粒研弾 桐 に 関 す る 研 究(第4報)
瑚

､
､
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装
プ

整

←

‖巧者W

ネ

車
ユ

水
ジ

さ大の体軽微
の合場るす察

と 保 守 上 の 注 意

と検鏡上の問題
問題

高倍率で観

来匁牛勿鍋 の 取扱 に つ い て

安 来 匁 物銅 と そ の･扱い方につい て

国 際 原 子 力

原

原

原

奄

子

子

子

庫
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中央研究所

安来工場
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◎浸炭材料の熱伝導について
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